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本日のプレゼンの流れ 

1. 私たちの目標 

2. 私たちの問題意識 

3. コンパクトシティ政策について 

4. 投資銘柄選定プロセス 

5. 投資比率決定プロセス 

6. ポートフォリオの分析 

7. おわりに 3 



1. 私たちの目標 

中学時代には無かった視点を交える 

大学生として、投資理論をポートフォリオ構築に活かす 

前回挑戦の反省を活かす 

「熱意や意気込み」を伝えられるレポートにする 
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2. 私たちの問題意識 

①山積する諸問題にまとめて対処する手法はないのか 

 

財政赤字 過疎化 経済の停滞 

待機児童 介護 
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2. 私たちの問題意識 

②地方の衰退を食い止めたい(川手) 

 

大学生になり全都道府県を旅行 

→地方の過疎化に危機感 
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2. 私たちの問題意識 

③行政の領域にも民間の力が必要なのではないか 

             (堀、大畑、前田) 

大学で法学部に在籍 

→行政の現状と課題を学ぶ 
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2. 私たちの問題意識 

④日本にも新しい街づくりの形態が必要ではないか(荻島) 

 

アメリカへ半年間留学、 

フランスへも短期留学 

→世界各国の様々な街づくりを 

 実感 
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2. 私たちの問題意識 

こうした様々な問題意識に対する解決策が、 

コンパクトシティ政策 
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3. コンパクトシティ政策について 

コンパクト ネットワーク コンパクトシティ 

①コンパクトシティとは？ 
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3. コンパクトシティ政策について 

②コンパクトシティの効果 

コンパクトシティ 

歳出削減 

環境保全 

産業発展 商業活性化 

住環境向上 
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3. コンパクトシティ政策について 

③コンパクトシティ政策に必要な民間投資 

コンパクトシティ政策 

行政 

民間投資 

LRT 育児 介護 ICT コン
サル 

商業
施設 

再開
発 
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3. コンパクトシティ政策について 

④成功例の研究 

→富山市役所様、富山地方鉄道様へインタビュー調査 

 及び富山市内見学 
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4. 投資銘柄選定プロセス 

①コンパクトシティ政策に必要な民間投資の洗い出し 

 

 

 

 

 

※小売、コンサルは最終的に除外 

都市交通 再開発 育児 介護 

ICT リート 小売 コンサル 
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4. 投資銘柄選定プロセス 
②各分野へ特に力を入れている企業をリストアップ 

 

 

 

 

 

 

 

• 各分野に関係する企業をリストアップ 

• 全国の再開発案件やコンパクトシティ政策の調査 

• 日経電子版にて各企業の事業事例を調査 

• 中期経営計画等の精読 

⇒計47銘柄を選定 15 



4. 投資銘柄選定プロセス 
③定量評価 

 

 

 

 

 

 

 
⇒計12銘柄を選定 

収益性 ROA 
ROE 
売上高経常利益率 

安定性 流動比率 

自己資本比率 

成長性 増収率 

経常増益率 

割安性 PER 
PBR 
配当利回り 
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5. 投資比率決定プロセス 

①最低投資額の設定 

 →定量評価の点数に比例して400万円を分配 

 

 (理由)分散投資の必要性 

    ↑前回のストックリーグでの経験 
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5. 投資比率決定プロセス 

②残り100万円を用いて「市場ポートフォリオ」を作成 
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5. 投資比率決定プロセス 

②残り100万円を用いて「市場ポートフォリオ」を作成 
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5. 投資比率決定プロセス 

③投資銘柄と投資金額 
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6. ポートフォリオの分析  

①リスクとリターン 

(a)過去10年分のデータより計算したリスクとリターン 

 

 

(b)実際に約1か月投資した際のリスクとリターン 
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6. ポートフォリオの分析  

②株価指数との相関 

(a)過去10年分のデータより計算した相関 

 

 

(b)実際に約1か月投資した際の相関 
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6. ポートフォリオの分析  

③バリュー・アット・リスク(VaR) 

(a)過去10年分のデータより計算したVaR 

 

 

 

(b)実際に約1か月投資した際の最大下落幅 

    -1.2% 
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7. おわりに ～日経ＳＴＯＣＫリーグで学んだこと～ 

①行政の領域にも民間投資が必要であることを実感 

 →今後の日本に必要な視点 

 

②日経STOCKリーグへの挑戦 

 →株式投資のみならず、 

  社会問題、企業活動、行政の取り組みを広く学ぶ 

 →今後の人生や就職活動へ活かしていきたい 
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御清聴ありがとうございました 
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